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「第１３期 自動車教習所交通安全教育指導者養成研修」のご案内 

（スーパーアドバイザー研修） 

 

時下益々ご清栄のことと、お慶び申し上げます。平素より、当協会の事業に格別のご理解と

ご支援を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、交通安全教育の指導力向上と意識改革を狙いとし、当協会が開催いたしております自動

車教習所交通安全教育指導者（スーパーアドバイザー、略称：SA）養成研修は、各位のご理解を

いただき、過去１１年間で修了者は２３８名、SA 認定者は平成２９年２月末で１３６名となっ

ております。 

この度は、本研修会の第１３期といたしまして、平成２９年度の開催について、ご案内させて

いただきます。 

今後も特色ある、魅力ある活動を展開され、地域の交通安全センターとしての役割を十分に果

たされるために、本研修への指導員のご参加につきまして、ご高配を賜りますようよろしくお願

い申し上げます。 

 

※第１３期より、会場の変更に伴う研修費用の見直しをさせていただきました。 

詳しくは、実施要項をご確認ください。 

 

 

 

お問合せ 

（一財）日本交通安全教育普及協会 

担当：松井・井澤 

電話：０３－５８３５－３０７１ 



「第１３期 自動車教習所交通安全教育指導者（スーパーアドバイザー）養成研修」 

実 施 要 項 

                                              

１．目 標 

  地域のスーパーアドバイザーを養成する。ここでいうスーパーアドバイザーとは、自動車教習所

が地域の交通安全教育センターとなるべく、地域の人々、とりわけ企業に働きかけ、それらを顧

客にして交通安全教育を実施できる企画力と教育力を兼ね備えた人をいう。そのためには問題発

見能力と問題解決能力を養うことが必要であり、教育方法としては答を与えるのではなく、自分

で考え、自分で気付いて、自ら行動できる指導者の養成を目標とする。 

    

２．主  催 ： （一財）日本交通安全教育普及協会 

  

３．対  象 ： 自動車教習所の教習指導員等 

 

４．実施日時 

  (1)集  合  研  修（３日間）：平成２９年 ６月２６日（月）～ ６月２８日（水） 

 

  (2)フォローアップ研修 （２日間）：平成２９年１０月１６日（月）～１０月１７日（火） 

 

５．実施場所 ： 国立オリンピック記念青少年総合センター センター棟 

         （東京都渋谷区代々木神園町 3-1） 

         ※詳細はお申し込み後に「参加受理票」にてご案内させていただきます 

 

６．実施内容 ： 別紙「集合研修スケジュール」「フォローアップ研修スケジュール」参照 

 

７．募集人数 ： ２０名 ※先着順にて受付させていただきます 

             ※一定数に満たない場合、中止させていただく場合がございます 

 

８．参 加 費 ： ６９,１２０円（税込） 

             ※内訳は、「12．その他」の表をご参照ください 

             ※参加申込後のキャンセルは、原則として返金はいたしかねます 

 

９．申込方法 ： 別紙「申込書」によりＦＡＸでご送付ください 

 

10．申込締切 ： 平成２９年６月５日（月） 

 

11．注意事項 ： ご宿泊は、集合研修・フォローアップ研修共に、参加者各自でのご手配をお願

いいたします。 



12．そ の 他 

   ①通信教育 ： 「(1)集合研修」終了後、課題レポートの提出が計２回あります。 

 

   ②認 定 証 ： 全ての研修終了後、下記３項目についての実施報告書を提出いただき、 

審査の上、「認定証」を交付いたします。 

〈認定証交付要件〉 

             ・交通安全教育指導者（スーパーアドバイザー）研修のメソッドを盛込んだ研修カリキュラムの作成 

             ・上記に基づく研修の実施・写真 

             ・研修会実施後の参加者アンケート又は企業担当者評価と自己評価 

    

    ③参加費の振込みについて 

参加費は事前に下記へお振込みください。 

 

      振込先 ： 三井住友銀行 麻布支店 当座預金 269088 （財）日本交通安全教育普及協会 

 

    ④参加費（69,120 円・税込）の内訳 

 

             

         

 

 

 

 

※宿泊費、及び集合研修２日目・フォローアップ研修の夕食費は含まれません。 

参加者各自でのご手配・ご負担となります。 

 

    ⑤研修時間（35時間 40 分）の内訳 

 

             ・研修時間  31 時間 20 分 ［集合研修 20 時間 30 分 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ研修 10 時間 50 分］ 

             ・休憩時間   4 時間 20 分 

 

⑥「キャリア形成促進助成金」の利用について 

本研修は上記助成金の対象となります。詳細は下記をご参照ください。 

 

 

 

 
      ※本制度ご利用の場合、実施日の１カ月前までに申請が必要です。ご注意ください。 

 

 

13．連 絡 先 (一財)日本交通安全教育普及協会 研修会事務局 

担当：松井・井澤 

電話：０３－５８３５－３０７１

内訳 研修費用 懇親会 昼食 会場代 資料代 消費税 

単価 12,500円 5,000 円 1,000 円 

4,000 円 2,000 円 

5,120 円 

集合研修 2.5日 1 回分 2 食分 

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ研修 1.5日 ― 1 食分 

金額 50,000円 5,000 円 3,000 円 4,000 円 2,000 円 

厚生労働省 Web サイト 

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufukin/d01-1.html 

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufukin/d01-1.html


 

 

◆１日目 

時 間 分 研 修 項 目 研 修 内 容 

13:30～14:00 30 開講式・ガイダンス 目標（業績基準の設定・承認） 

14:00～14:30 30 
講話「交通行政の概略」 

   「ｽｰﾊﾟｰｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰとは」 
スーパーアドバイザーの意義と役割 

14:30～17:30 180 
教育技術指導１ 

「人間行動と動機づけ」 

・人間行動とﾒｶﾆｽﾞﾑ    ・認知的不協和の理論 

・ＡＩＤＭＡの理論       ・目標による管理 

・参加型教育の具体例 

17:30～17:50 20 休 憩 

17:50～19:50 120 
教育技術指導２ 

「リーダーシップの基本」 

・ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟとは       ・ﾘｰﾀﾞｰのなすべきこと 

・ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟの使い分け  ・ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟの組合わせ 

・ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ判定テスト 

※１日目終了後、情報交換（懇親）会を予定しております 

◆２日目  

時 間 分 研 修 項 目 研 修 内 容 

9：00～10：30 90 

教育技術指導３ 

「地域の交通安全 

センターになるために」 

・交通安全と「地域」   ・身近な業績基準の必要性 

・有効指導法事例紹介 

・ﾋﾔﾘﾊｯﾄ分析と安全対策 

10：30～12：00 90 
実習：グループ討議１ 

「ﾋﾔﾘﾊｯﾄの実例と原因・対策」 

・ﾋﾔﾘﾊｯﾄの図解と背後にある要因 

・それをなくすための対策 

12：00～13：00 60 昼 食 

13：00～14：30 90 
実習：全体討議 

「ﾋﾔﾘﾊｯﾄの実例と原因・対策」 
グループ討議１の報告と討論 

14：30～14：40 10 休 憩 

14：40～17：40 180 
応用：グループ討議２ 

「能力向上のために学んだこと」 
教育技術指導、ｸﾞﾙｰﾌﾟ討議での成果と応用可能性 

17：40～18：00 20 休 憩 

18：00～20：00 120 
教育技術指導４ 

「プレゼンテーションの仕方」 
企業へのアプローチ力を高めるために 

 

◆３日目  

時 間 分 研 修 項 目 研 修 内 容 

9:00～12:00 180 

実習：グループ討議３ 

「教習所と自分の現状分析と課題」 

①自社の現状分析と問題発見 

②自分の現状分析と問題発見 

交通社会人の育成を目指して交通安全活動を開始

しようとしたら、何が問題で、どんな解決方法がある

か 

12:00～13:00 60 昼 食 

13:00～14:30 90 
応用：グループ討議４ 

「交通安全センターの果たすべき役割」 

生き残るためには、どのような活動をしなければな

らないか 

14:30～15:00 30 閉講式 自己評価・アンケート 

 

集合研修スケジュール ： 《 第１３期 平成 29年 6月 26日（月）～6月 28日（水） 》 



 

 
 

 

◆１日目 

時 間 分 研 修 項 目 研 修 内 容 

13:30～14:00 30 開講式・ガイダンス 目標（業績基準の設定・承認） 

14:00～14:30 30 講義１ 「フォローアップ研修の意義と位置づけ」 

14:30～14:40 10 休 憩 

14:40～15:40 60 講義２ 「ＫＪ法」の進め方 

15:40～16:00 20 休 憩 

16:00～20:00 240 実習・グループ討議１ 
グループ討議 

「地域の交通安全センターになるために」 

 

◆２日目 

時 間 分 研 修 項 目 研 修 内 容 

9:00～10:20 80  実習・全体討議 
グループ発表 

「地域の交通安全センターになるために」 

10:20～10:30 10 休 憩 

10:30～12:00 90 発表・討議 
「具体的プレゼンテーション策」 

 ～みなさんの提出レポートを中心に～ 

12:00～12:50 50 昼 食 

12:50～14:00 70 講義３ 「期待される交通安全教育指導員とは」 

14:00～14:30 30 全体総括 個人別決意表明・講評 

14:30～14:50 20 閉講式 自己評価・修了証授与 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フォローアップ研修スケジュール ：  

《 第１３期 平成 29年 10月 16日（月）～10月 17日（火） 》 

■ 講師（予定） 

  ◆主たる講師 

    鈴木 春男 氏（千葉大学 名誉教授） 

  ◆教育技術指導４ 

    吉永 惠一 氏（株式会社クレド 代表取締役） 

  ◆講義３ 

       松井 仙一   (一財)日本交通安全教育普及協会 教育推進室主幹 

 

■ 都合により、日程・内容が変更になる場合がございます。ご了承下さい。 



 

 

 

 自動車教習所交通安全教育指導者研修会 申込書  

 

●下記ご記入の上、FAX にてお申し込みください。 

●２名以上でお申し込みの場合は、本紙をコピーの上ご利用ください。 

 

フリガナ  

お名前  

会社名  
所属 

役職 
 

会社住所 

〒    

ＴＥＬ ： ＦＡＸ ： 

E-mail ： 

 

◇お申し込みが多数の場合は、先着順とさせていただきますので、予めご了承ください。 

◇お申し込み後、「参加受理票」をお送りいたします。万が一、受理の連絡が無い場合は、お手数ですが事務

局までご一報くださいますようお願いいたします。 

◇ご宿泊につきましては、各自でご手配くださいますよう、お願いいたします。 

 

 

 

                                                                  

＜個人情報のお取扱について＞ 

ご記入いただいた個人情報は、自動車教習所交通安全教育指導者研修会事務局（以下事務局）が管理し、下

記の目的のみに使用いたします。 

１． 事務局において、お申し込みの内容確認、参加受理票等送付のため。 

２． 当日の参加受付のため。 

３． 今後の研修会等のご案内状送付のため。 

ＦＡＸ ０３－５８３５－３０７２ 

（一財）日本交通安全教育普及協会 松井・井澤宛 

 


